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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
の
基
礎
的
考
察 

 

藤
田 

紗
樹

  

は
じ
め
に 

  

「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
稚
児
物
語
の
雄
編
『
秋
夜
長
物
語
』

を
詞
書
に
持
つ
絵
巻
物
で
あ
る
。
物
語
は
、
比
叡
山
の
僧
侶
桂
海
と
三
井
寺
の
稚
児
梅
若
の
恋

愛
を
発
端
に
山
門
寺
門
の
争
い
が
起
こ
り
、
責
任
を
感
じ
た
梅
若
は
入
水
、
桂
海
は
そ
れ
を
契

機
に
遁
世
し
て
噡
西
と
名
を
変
え
、
多
く
の
人
々
を
教
化
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
は
複
数
制
作
さ
れ
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
作
品
で
あ
る
。 

 

・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵 

三
巻
（
以
下
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
） 

・
永
青
文
庫
所
蔵 

二
巻
（
以
下
、
永
青
文
庫
本
）
十
五
世
紀
中
頃

（
１
） 

・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
所
蔵 

三
巻
（
以
下
、
東
大
国
文
本
）
寛
文
～
元
禄
期

（
２
） 

・
田
中
親
美
氏
旧
蔵 

一
巻
（
現
在
は
所
在
不
明
） 

  

本
稿
で
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
絵
と
詞
書
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
分
析
を
行
い
、
今
後

本
絵
巻
の
制
作
事
情
を
考
え
て
い
く
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。 

  

一 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
概
要 

 
 

 

は
じ
め
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
概
要
を
記
す
。
本
絵
巻
は
全
三
巻
、
紙
本
著
色
で
あ
る
。

本
紙
の
法
量
は
以
下
の
通
り

（
３
）

。 

 

上
巻 

詞
・
絵
各
六
段
（
三
一
．
一×

 

九
九
三
．
八
cm
） 

中
巻 

詞
・
絵
各
七
段
（
三
一
．
〇×

一
二
六
五
．
二
cm
） 

下
巻 

詞
・
絵
各
七
段
（
三
一
．
〇×

一
二
六
四
．
九
cm
） 

 

絵
の
料
紙
一
紙
の
幅
は
、
四
五
～
四
七
cm
の
も
の
が
最
も
多
い
。
詞
書
の
料
紙
の
横
幅
に
は

ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
絵
と
同
じ
幅
の
料
紙
が
最
も
多
い
た
め
、
絵
と
同
様
の
料
紙
が
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
伝
来
の
過
程
で
空
白
部
分
が
切
断
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

本
絵
巻
に
奥
書
は
な
く
、
そ
の
制
作
事
情
は
不
明
で
あ
る
。「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
に
関
す
る

最
も
古
い
記
録
は
、
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
一
三
七
二
―
一
四
五
六
）
に
よ
る
『
看
聞
日
記
』
永

享
十
年
（
一
四
三
八
）
十
一
月
十
一
日
条
の
記
述
「
秋
夜
長
物
語
絵
二
巻
、
自
内
裏
被
下
、
一

覧
、」
で
あ
る
が
、
こ
の
絵
巻
は
二
巻
で
あ
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
は
該
当
し
な
い
。
二
巻

構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
青
文
庫
本
の
祖
本
の
系
統
に
連
な
る
絵
巻
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
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る
。 

 
そ
し
て
、
時
代
は
大
き
く
下
り
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
―
一

八
四
一
）
に
よ
る
京
・
大
和
地
方
へ
の
紀
行
文
『
道
の
幸
』
に
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
と
思
わ

れ
る
作
品
が
登
場
す
る
。
弘
賢
が
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
十
一
月
二
日
の
記
述
に
「
丸
山
主
水

弟
子
角
野
藤
四
郎
来
る
。
け
ふ
は
秋
の
夜
夢 ・

物
語
詞
書
を
う
つ
す
。
詞
書
寂
蓮
法
師
の
筆
也
。

絵
光
長
と
い
ひ
つ
た
へ
た
れ
ど
も
、
さ
だ
か
な
ら
ず
。」（
句
読
点
は
筆
者
）
と
あ
る
。「
秋
の
夜

夢
」
と
あ
る
の
は
弘
賢
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。「
丸
山
主
水
」
は
、
絵
師
円
山
応
挙
（
一
七
三
三

―
一
七
九
五
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
弟
子
角
野
藤
四
郎
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。 

『
秋
夜
長
物
語
』
の
最
古
写
本
に
は
、
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
の
年
記
が
あ
り

（
４
）

、
さ
ら
に

詞
章
に
『
太
平
記
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
成
立
は
、『
太
平
記
』
執
筆
以
降

か
ら
永
和
三
年
ま
で
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黒
川
春
村
に
よ
る
『
考
古
画
譜
』
に
も
「
秋

夜
長
物
語
」
の
項
目
が
あ
り
、『
道
の
幸
』
を
引
用
し
た
上
で
、
物
語
の
概
要
と
詞
書
筆
者
、
絵

師
の
伝
承
に
つ
い
て
の
時
代
的
齟
齬
を
指
摘
し
て
い
る
。
寂
蓮
法
師
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
に
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
り
、
光
長
は
院
政
期
に
後
白
河
院
の
周
辺
で
活
躍
し
た
絵
師
常

盤
光
長
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
詞
書
、
絵
師
の
伝
承
と
も
に
、
弘
賢
や
春
村
が
疑

念
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
信
を
置
く
に
足
ら
な
い
が
、
絵
巻
が
古
様
を
示
し
て
い
た
こ
と
の
証

左
に
は
な
り
、
弘
賢
が
見
た
絵
巻
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。 

こ
の
文
脈
か
ら
は
、
藤
四
郎
の
訪
問
と
絵
巻
の
詞
書
書
写
が
、
関
連
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た

の
か
否
か
判
断
し
難
い
。
関
連
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
師
応
挙
が
所
蔵
し
て
い
た
絵
巻
を
、

使
い
を
頼
ま
れ
た
藤
四
郎
が
持
参
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。 

 

さ
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
最
も
古
い
確
実
な
伝
来
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
東
京
美
術
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
た
、
本
多
・
有
馬
子
爵
家
の
売

立
目
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
二 

古
土
佐 

秋
夜
長
物
語
三
巻 

探
幽
外
題
」
と
あ

り
、
本
絵
巻
上
巻
第
一
段
の
絵
の
後
半
部
か
ら
第
二
段
の
詞
書
と
絵
ま
で
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
売
却
先
は
明
ら
か
で
な
い
。
先
学
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

一
九
四
九
年
に
は
、
梅
津
次
郎
氏
が
『
国
華
』
誌
上
で
、
個
人
蔵
の
絵
巻
と
し
て
「
こ
の
絵

巻
は
既
に
群
書
類
従
そ
の
他
に
公
刊
せ
ら
れ
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
絵
巻
と
し
て
は
茲
に

紹
介
す
る
一
本
が
近
頃
に
な
つ
て
世
に
知
ら
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
本
絵
巻
を
紹
介

し
て
い
る

（
５
）

。
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
の
平
沢
五
郎
氏
の
論
文
に
お
い
て
、
幸
節
静
彦
氏
蔵
と
し

て
本
絵
巻
が
紹
介
さ
れ
て
お
り

（
６
）

、
一
九
八
三
年
の
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
二
〇
の
月
報
に
も
幸

節
氏
の
所
蔵
と
あ
る

（
７
）

。
そ
の
後
、
幸
節
氏
の
手
を
離
れ
、
一
九
九
五
年
の
『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』

で
は
、
出
光
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
８
）

。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
に
至
る

（
９
）

。 
 

  
 

二 

詞
書
に
つ
い
て 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
絵
巻
に
は
ほ
ぼ
一
定
の
大
き
さ
の
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、

絵
と
詞
は
同
時
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
詞
書
の
特
徴
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。
私
見
で
は
、
本
絵
巻
の
詞
書
は
一
巻
一
筆
で
、
計
三
人
の
手
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

本
絵
巻
の
詞
書
書
風
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
二
八
日
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
佐
々
木
孝
浩
氏
が
応
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永
年
間
（
一
三
九
四
―
一
四
二
七
）
ご
ろ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
が

（
１
０
）

、
筆
者

は
現
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
書
に
類
似
す
る
書
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題

と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
詞
書
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。 

上
巻
の
詞
書
筆
者
は
、
一
字
一
字
を
丁
寧
に
、
均
一
な
大
き
さ
と
太
さ
で
記
し
て
お
り
、
三

人
の
中
で
最
も
能
筆
で
あ
る
。
行
間
の
幅
も
均
一
で
絵
巻
の
詞
書
執
筆
に
慣
れ
た
人
物
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。 

中
巻
は
、
上
巻
に
比
し
て
掠
れ
た
文
字
が
多
く
、
筆
運
び
は
速
い
も
の
の
文
字
に
は
の
び
や

か
さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
一
つ
一
つ
の
文
字
が
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
中
で

も
、「
人
」
の
字
を
他
の
文
字
よ
り
も
大
き
く
書
く
癖
が
あ
る
よ
う
で
、
詞
書
全
体
を
眺
め
た
と

き
に
目
立
つ
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。 

下
巻
の
詞
書
は
、
上
・
中
巻
と
は
大
き
く
異
な
り
、
能
筆
や
達
筆
と
は
言
い
難
い
個
性
的
な

書
風
で
あ
る
。
行
間
が
極
端
に
せ
ば
ま
っ
て
い
る
箇
所
や
、
料
紙
の
下
辺
で
文
字
が
つ
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
箇
所
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
詞
書
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
料
紙

の
枚
数
が
予
め
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
と
の
工
夫
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

上
・
中
巻
の
筆
者
と
比
べ
る
と
、
計
画
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
行
が
斜
め
に
曲

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
段
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
絵
巻
の
詞
書
執
筆
に
不
慣
れ
な
人
物
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
詞
書
に
は
、
絵
巻
の
詞
書
に
は
珍
し
く
、
片
仮
名
で
ふ
り
が
な
が
付

さ
れ
て
い
る
。
平
沢
五
郎
氏
は
、「
振
仮
名
は
元
々
は
施
さ
れ
て
い
た
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

そ
の
後
、
細
字
の
振
仮
名
あ
と
は
削
り
と
ら
れ
た
ら
し
く
、
現
在
で
は
薄
い
墨
跡
が
残
つ
て
ゐ

て
原
初
の
様
子
が
窺
は
れ
る
。
な
ほ
、「
水
干 か

ん

」「
那
辺

あ
な
た

這
辺

こ
な
た

」
の
如
く
、
二
、
三
の
振
仮
名
を

も
と
の
ま
ま
に
と
ど
め
る
も
の
も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、「
本
文
書
写
の
後
、
書

落
し
、
誤
写
の
部
分
を
改
め
た
あ
と
が
あ
り
、
同
筆
細
字
に
て
行
間
に
書
入
れ
し
た
あ
と
、
或

ひ
は
朱
筆
に
て
塗
抹
し
、
同
く
行
間
に
補
訂
せ
る
処
な
ど
あ
る
」
と
、
訂
正
箇
所
が
見
ら
れ
る

こ
と
も
述
べ
て
い
る

（
１
１
）

。 

 

平
沢
氏
の
指
摘
に
は
概
ね
賛
同
す
る
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
え
る
べ
き
点
が
い
く
つ
か

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
ふ
り
が
な
が
果
た
し
て
元
来
の
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ふ
り
が
な
が
刷
り
消
さ
れ
た
形
跡
は
、
上
・
中
巻
に
は
多
く
残
る
が
、
下
巻
に
は
極
端
に
少
な

い
。
制
作
当
初
か
ら
ふ
り
が
な
を
付
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
全
巻
に
渡
っ
て
付
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
不
審
な
こ
と
に
、
平
仮
名
に
片
仮
名
の
ふ
り
が
な
が
付
さ
れ
て

い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ふ
り
が
な
は
後
世
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
の

ち
に
、
ふ
り
が
な
が
制
作
当
初
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
人
物
が
、
不
要
と
判
断
し

て
削
り
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

ま
た
平
沢
氏
は
、
誤
写
を
「
同
筆
細
字
」
で
訂
正
し
て
い
る
と
す
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

詞
書
筆
者
は
三
人
お
り
、
こ
の
指
摘
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
担
当
巻
を
訂
正
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
全
巻
一
筆
と
見
做
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
か
不
明
で

あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
改
め
て
各
巻
の
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
平
沢
氏
が
述
べ
る

よ
う
に
、
本
絵
巻
の
詞
書
訂
正
は
、【
①
書
き
落
と
し
や
誤
記
の
訂
正
を
傍
ら
に
書
き
加
え
る
】

と
い
う
方
法
と
、【
②
訂
正
箇
所
に
朱
筆
で
線
を
引
き
、
そ
の
傍
ら
に
墨
で
正
し
い
書
き
入
れ
を

加
え
る
】
と
い
う
二
つ
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。
上
巻
の
う
ち
、
①
、
②
の
書
き
入
れ
と
、

詞
書
本
文
に
共
通
す
る
文
字
の
一
部
を
拾
い
上
げ
た
の
が
【
表
1
】
で
あ
る
が
、
比
較
す
る
と

両
者
は
同
筆
と
判
断
で
き
、
詞
書
筆
者
本
人
に
よ
っ
て
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す

る
。 
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中
巻
は
②
の
方
法
に
よ
る
訂
正
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
①
も
少
な
い
。
ま
た
、
詞
書
と
訂
正

文
字
で
共
通
す
る
文
字
が
少
な
く
、
あ
る
と
し
て
も
「
と
」
や
「
も
」
と
い
っ
た
個
人
の
中
で

も
く
ず
し
方
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
文
字
で
あ
る
た
め
に
、
比
較
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、

先
に
訂
正
箇
所
が
多
い
下
巻
詞
書
を
見
て
い
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
下
巻
第
四
段
で
は
、
物
語

上
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
、
梅
若
が
入
水
す
る
描
写
の
一
文
を
書
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
、
①
の
方
法
で
、「
西
に
向
て
念
仏
十
ぺ
ん
ば
か
り
と
な
ゑ
て
身
を
な
げ
さ
せ
給
候
つ
る
が
」

の
文
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
①
の
傍
ら
書
き
の
文
字
と
、
詞
書
本
文
の
文
字
を
比
較

し
た
も
の
が
【
表
2
】
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
両
者
同
筆
と
判
断
で
き
る
。 

 

一
方
、
②
の
方
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
訂
正
文
字
は
、
下
巻
の
詞
書
筆
者
と
書
風
を
異
に
す

る
。【
表
3
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
字
は
上
巻
詞
書
筆
者
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
、
本
絵
巻
の
詞
書
執
筆
に
際
し
て
、
詞
書
筆
者
本
人
に
よ
る
訂
正
を

経
た
の
ち
、
上
巻
詞
書
筆
者
に
よ
る
朱
筆
で
の
最
終
推
敲
と
い
う
順
序
で
作
業
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
中
巻
の
訂
正
文
字
の
筆
者
に
つ
い
て
は
保
留
し
て
い
た
が
、
中
巻
に
は
朱

筆
で
の
訂
正
箇
所
が
な
い
た
め
、
書
き
入
れ
は
中
巻
詞
書
筆
者
本
人
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
本
絵
巻
詞
書
の
訂
正
は
、
各
巻
の
詞
書
筆
者
本
人
、
あ
る
い
は
上
巻
の
詞

書
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
制
作
当
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
に
大
胆
な
修
正
を
加
え
た
詞
書
を
そ
の
ま
ま
絵
巻
に
採
用
し
て
し
ま
う
例
は
珍

し
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
制
作
を
行
っ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
も
、
次
章
で
は
絵
に
つ
い
て

詳
し
く
見
て
い
こ
う
。 

 

三 

絵
に
つ
い
て 

（
一
）
補
筆 

 

は
じ
め
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
見
ら
れ
る
補
筆
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
補
筆

は
梅
若
と
そ
の
侍
童
桂
寿
の
顔
貌
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
梅
若
の
補
筆
が
著
し
い
。
守
覚

法
親
王
（
一
一
五
〇
―
一
二
〇
二
）
が
記
し
た
と
さ
れ
る
故
実
書
『
右
記
』
の
「
童
形
等
消
息

事
」
に
は
、
稚
児
の
礼
式
作
法
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、「
翠
黛
之
貌
、

紅
粉
之
粧
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
稚
児
は
眉
を
作
り
、
お
し
ろ
い
を
付
け
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
梅
若
の
顔
貌
は
、
化
粧
を
し
た
状
態
を
表
す
た
め
に
、
胡
粉
地
で
顔
貌
を
塗
っ
た
上

に
目
や
鼻
を
描
い
て
い
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
胡
粉
は
剥
落
し
や
す
い
た
め
、
経
年
に
よ
っ

て
剥
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
巻
第
五
段
、
入
水
し
た
梅
若
の
顔
貌
は
、

化
粧
が
水
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
か
胡
粉
は
塗
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
美
し
い

顔
貌
を
当
初
の
ま
ま
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
補
筆
が
加
え
ら
れ
た
顔
貌
に
も
表
現
の
差
異
が
あ

り
、
伝
来
の
過
程
で
数
回
に
わ
た
っ
て
補
筆
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
中
巻
第
一
段
で
は
、
桂
寿
を
稚
児
と
勘
違
い
し
た
の
か
、
顔
が
白
く
塗
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
か
の
人
物
や
景
物
に
は
大
き
な
補
筆
は
見
ら
れ
ず
、
制
作

当
時
の
状
態
を
良
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
分
析
を
行

っ
て
い
く
。 

 

（
二
）
画
風
の
分
類 

 
本
絵
巻
の
絵
は
、
三
種
の
画
風
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
分
類
の
便
宜
上
A
、
B
、
C

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
画
風
の
分
類
を
行
っ
た
結
果
を
【
表
4
】
に
ま
と
め
た
。
A
が
九
段
、
B

が
八
段
、
C
が
四
段
分
を
担
当
し
て
い
る
。
当
時
の
絵
巻
物
は
複
数
人
に
よ
る
工
房
制
作
で
あ

る
た
め
、
画
風
は
一
個
人
に
直
接
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
集
団
に
共
有
さ
れ
て
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い
る
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
A
、
B
、
C
は
個
人
で
は
な
く

同
種
の
画
風
を
示
す
集
団
を
指
す
も
の
と
す
る
。
画
風
の
特
徴
は
、
特
に
人
物
の
顔
貌
表
現
に

顕
著
に
表
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
段
に
登
場
す
る
人
物
の
顔
貌
を
【
表
5
～
7
】

に
ま
と
め
た
。
以
下
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

A
が
描
く
人
物
は
、
頭
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
衣
の
表
現
も
や
わ
ら
か
で
、
人
物
の
表
情

も
豊
か
で
あ
る
。
絵
の
巻
頭
、
巻
末
の
段
を
担
当
し
て
い
る
の
に
加
え
、
最
も
多
く
の
段
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
絵
巻
制
作
を
主
導
し
た
集
団
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
人
物
の

動
き
を
表
現
す
る
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
中
巻
第
七
段
の
戦
災
か
ら
慌
て
て
避
難
す
る
人
々
や

【
図
1
】、
下
巻
第
五
段
の
梅
若
の
亡
骸
を
見
つ
け
て
駆
け
寄
る
桂
海
や
桂
寿
の
様
子
か
ら
は
、

緊
迫
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
顔
貌
の
描
き
方
と
し
て
は
、
輪
郭
線
を
延
長
し
て
首
ま
で
つ
な
げ

る
よ
う
に
描
く
傾
向
が
あ
り
、
桂
海
、
梅
若
、
桂
寿
以
外
の
、
詞
書
に
言
及
さ
れ
な
い
人
物
に

は
釣
り
上
が
っ
た
眉
と
目
の
者
が
多
い
。
ま
た
、
耳
上
の
生
え
際
部
分
の
髪
の
毛
を
長
く
描
く

人
物
が
頻
出
す
る
。
口
元
は
上
唇
が
や
や
上
に
反
り
、
口
角
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

A
の
次
に
多
く
の
段
を
担
当
し
て
い
る
B
は
、
A
に
準
じ
た
画
風
を
示
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
衣
服
の
描
き
方
が
形
式
化
し
て
お
り
、
人
物
の
体
の
動
き
に
沿
っ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る

な
ど
、
技
量
は
A
に
劣
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
真
横
を
向
い
た
人
物
の
顔
貌
を
、

顔
の
輪
郭
線
を
描
い
て
か
ら
鼻
を
付
け
足
す
と
い
う
A
や
C
に
は
見
ら
れ
な
い
描
き
方
を
し

て
い
る
。
目
は
上
下
の
瞼
に
対
し
て
瞳
が
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
や
や
倦
怠
的

な
表
情
を
し
た
人
物
が
多
い
。
ま
た
、
B
は
中
巻
第
五
段
、
第
七
段
の
合
戦
場
面
を
担
当
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
戦
闘
描
写
を
得
意
と
し
て
い
た
絵
師
集
団
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
冑

を
ま
と
っ
た
人
物
た
ち
は
、
腕
や
脚
の
筋
肉
が
強
調
さ
れ
、
ど
ん
ぐ
り
眼
に
大
き
な
鼻
、
へ
の

字
に
曲
が
っ
た
口
や
分
厚
い
唇
と
い
っ
た
顔
貌
の
特
徴
を
有
し
、
こ
れ
は
合
戦
絵
巻
に
登
場
す

る
武
士
た
ち
と
共
通
す
る
。 

 

C
は
A
や
B
と
は
画
風
を
大
き
く
異
に
す
る
。
人
物
の
頭
身
が
低
く
、
A
や
B
に
画
風
を

す
り
合
わ
せ
る
態
度
は
看
取
さ
れ
な
い
。
A
や
B
は
横
顔
を
描
く
時
に
口
や
鼻
を
省
略
し
て

し
ま
う
場
合
が
多
い
が
、
C
は
必
ず
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
小
鼻
を
描
く
人
物
が
多
く
登
場
す

る
の
も
C
の
特
徴
で
あ
る
。
C
の
担
当
段
は
中
巻
の
四
段
分
の
み
と
最
も
少
な
い
が
、
や
は

り
こ
れ
は
C
の
技
量
が
A
や
B
に
劣
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
本
来
は
A
や
B
に
よ

っ
て
絵
巻
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
作
業
の
遅
延
な
ど
に
よ
っ
て
、
C
が
協
力
す
る

と
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
画
風
の
分
類
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
線
画
に
限
っ
た
分
類
で

あ
る
。
彩
色
を
見
る
と
、
画
風
を
ま
た
が
っ
て
、
頬
の
赤
み
を
強
め
に
塗
る
、
装
束
を
太
目
の

色
線
で
縁
取
る
よ
う
に
塗
る
と
い
う
よ
う
な
特
徴
が
現
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、「
の
」
の
字

を
重
ね
た
よ
う
な
う
ろ
こ
状
の
特
徴
的
な
表
皮
の
松
が
、
こ
れ
も
画
風
を
ま
た
が
っ
て
登
場
す

る
。
彩
色
に
も
複
数
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

絵
巻
全
体
を
通
し
て
見
た
と
き
、
画
風
の
統
一
が
取
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
A
が
巻
頭

巻
末
を
担
当
す
る
、
B
が
合
戦
場
面
を
担
当
す
る
と
い
う
以
外
は
、
担
当
段
に
規
則
性
が
見
い

だ
せ
な
い
。
ま
た
、
中
巻
第
七
段
で
は
、
前
半
部
の
合
戦
場
面
の
絵
を
B
が
担
当
し
、
場
面
終

わ
り
の
戦
災
か
ら
逃
れ
る
人
々
を
A
が
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
の
変
わ
り
目
は
同
一
料
紙

上
に
あ
る
【
図
1
】。
こ
の
よ
う
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
制
作
方
法
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
本

絵
巻
の
も
と
と
な
る
絵
巻
、
す
な
わ
ち
祖
本
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
三
）
写
し
崩
れ
と
様
式 

 

本
節
で
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
写
し
崩
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
祖
本
が
存
在
し
て
い
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た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
写
し
崩
れ
は
、
A
、
B
、
C
す
べ
て
の
画
風
に
見
ら
れ
、
人
物
や

建
築
な
ど
全
体
に
渡
る
。
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。 

 

・
上
巻
第
五
段 

桂
海
と
桂
寿
が
い
る
小
屋
の
梁
が
途
中
で
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

・
上
巻
第
六
段 
三
井
寺
の
院
家
の
半
蔀
に
ゆ
が
み
が
生
じ
て
い
る
。 

・
中
巻
第
五
段
、
第
七
段 

甲
冑
を
纏
っ
た
人
物
た
ち
の
手
足
の
曲
が
る
方
向
、
動
き
な
ど

に
不
自
然
さ
が
生
じ
て
い
る
。 

・
下
巻
第
三
段 

画
面
前
半
で
は
描
か
れ
て
い
る
桂
寿
の
結
髪
の
垂
ら
し
た
髪
が
、
後
半
で

は
描
き
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 

・
下
巻
第
四
段 

桂
海
の
乗
る
馬
の
首
が
不
自
然
に
曲
が
っ
て
い
る
。 

 

列
記
し
た
よ
う
に
、
本
絵
巻
に
は
図
像
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
部
分
が
散
見
さ
れ
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
写
し
崩
れ
と
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
先
行
す
る
「
秋
夜
長
物

語
絵
巻
」
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
絵
巻
が
祖
本
か
ら
の
直
模
で
あ
る
の
か
否
か
は
明
ら

か
で
な
い
が
、『
秋
夜
長
物
語
』
が
成
立
し
て
ま
も
な
く
に
、
そ
の
流
行
と
併
せ
て
、
絵
巻
制
作

の
需
要
が
複
数
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

（
１
２
）

。 

ま
た
、
第
二
章
で
詞
書
に
訂
正
の
書
き
入
れ
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ

は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
が
写
し
で
あ
っ
た
ゆ
え
の
現
象
だ
と
思
わ
れ
る
。
初
発
的
な
作
品
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
訂
正
を
注
文
主
が
看
過
す
る
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
上
巻

詞
書
筆
者
が
詞
書
の
最
終
推
敲
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
事
実
か
ら
は
、
上

巻
詞
書
筆
者
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
制
作
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
注
文
主
と

近
い
関
係
に
あ
っ
た
人
物
、
あ
る
い
は
本
絵
巻
の
注
文
主
本
人
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
得
る
だ

ろ
う
。
今
後
、
本
絵
巻
の
制
作
事
情
を
考
え
る
上
で
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

さ
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
が
写
し
の
絵
巻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
従
来
指
摘
さ

れ
て
き
た
様
式
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
宮
次
男
氏
は
、
本

絵
巻
の
松
の
描
写
に
つ
い
て
、
墨
色
が
目
立
つ
こ
と
、
幹
の
う
ろ
こ
状
の
皮
や
葉
の
描
写
に
中

国
絵
画
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
続
け
て
、
岩
や
土
坡
の
皴
が
比
較
的
濃
い
墨
で
目
立

つ
よ
う
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
室
町
初
期
の
絵
巻
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
の
見
解
を
示

す
。
ま
た
、
本
絵
巻
に
描
か
れ
る
甲
冑
が
、
南
北
朝
以
降
に
流
行
す
る
大
鍬
形
や
銅
丸
、
腹
巻

に
大
袖
を
着
け
た
も
の
で
あ
る
の
に
加
え
、
同
時
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
大
薙
刀
が
さ
か
ん
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
の
描
写
に
関
す
る
限
り
、
南
北
朝
時
代
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い

も
の
と
見
做
す
べ
き
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
巻
末
に
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
の
記
載
が
あ
る

遠
山
記
念
館
所
蔵
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
巻
」（
以
下
、
遠
山
記
念
館
本
）
や
、
同
二
年
に
成
立
し

た
京
都
・
知
恩
院
所
蔵
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」（
以
下
、
知
恩
院
本
）
と
の
比
較
か
ら
、
本
絵

巻
の
制
作
時
期
の
目
安
を
十
四
世
紀
末
期
と
し
て
い
る

（
１
３
）

。 

甲
冑
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
再
検
討
を
行
っ
た
が
、
宮
氏
の
指
摘
通
り
南
北
朝
期
の

様
式
で
あ
る
と
の
判
断
に
い
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
祖
本
は
南
北
朝
時

代
末
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
は
な
る
が
、
本
絵
巻
は
写
し
で
あ
る

た
め
、
絵
画
上
に
表
わ
れ
る
時
代
様
式
を
そ
の
ま
ま
制
作
当
時
の
も
の
と
見
做
す
こ
と
は
で
き

な
い
。 

 

改
め
て
、
宮
氏
の
挙
げ
る
遠
山
記
念
館
本
や
知
恩
院
本
と
本
絵
巻
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
宮

氏
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
画
面
構
成
に
つ
い
て
、「
各
段
と
も
描
く
べ
き
主
題
を
限
定
、
集
約

し
て
表
現
し
、
そ
れ
も
き
わ
め
て
説
明
的
に
行
っ
て
い
る
」
と
明
快
に
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
い

る
。
遠
山
記
念
館
本
も
、
人
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
場
面
で
あ
り
、
必
要
以
上
の
人
物
、
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景
物
を
描
き
こ
ま
ず
、
宮
氏
が
指
摘
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

る
。
遠
山
記
念
館
本
第
二
段
（「
遊
行
上
人
縁
起
絵
巻
」
十
巻
本
の
巻
六
第
四
段
に
該
当
す
る
場

面
）
に
登
場
す
る
人
物
は
、
体
に
対
し
て
や
や
頭
が
大
き
め
で
、
装
束
の
重
な
り
や
皺
を
、
体

の
動
き
を
無
視
し
て
形
式
的
に
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
画
風
C
と
近

似
し
た
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
松
の
幹
に
は
、
墨
線
で
執
拗
に
表
皮
を

描
き
こ
む
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
遠
山
記
念
館
本
第
二
段
の
松
も
、
細
い
墨
線
を
何

本
も
重
ね
た
念
入
り
な
描
き
こ
み
を
行
っ
て
い
る
。 

知
恩
院
本
は
、
こ
れ
ら
の
絵
巻
と
比
較
す
る
と
、
素
人
的
な
素
朴
な
画
風
で
あ
り
、
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
本
と
の
距
離
は
遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
成
立

の
フ
リ
ア
美
術
館
所
蔵
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」（
以
下
、
フ
リ
ア
本
）
の
方
が
、
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
本
と
近
似
し
た
雰
囲
気
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
フ
リ
ア
本
第
四
段
で
、

良
忍
の
往
生
に
か
け
つ
け
る
被
衣
姿
の
女
性
た
ち
の
着
物
の
裾
と
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
上
巻

第
三
段
【
図
2
】
の
桂
海
の
直
綴
と
袴
の
裾
は
、
ま
る
で
強
い
風
に
吹
か
れ
た
か
の
よ
う
に
な

び
い
て
お
り
、
形
と
し
て
は
形
式
化
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
描
線
に
は
伸
び
や
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
リ
ア
本
上
巻
第
一
段
で
無
動
寺
参
り
を
す
る
良
忍
の
直
綴
と
同
行
す
る
童

子
の
直
垂
の
袖
先
は
、
や
や
直
線
的
な
線
で
大
き
く
広
が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
上
巻
第
三
段
で
、
梅
若
の
こ
と
を
訊
ね
る
桂
海
の
直
綴
と
、
そ
れ
に
答

え
る
桂
寿
の
直
垂
と
よ
く
似
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
は
、
遠
山
記
念
館
本
、
フ
リ
ア
本
と
い
っ
た
南
北
朝

末
期
成
立
の
絵
巻
と
近
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
、
共
通
の
時
代
感
覚
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
、
彩
色
表
現
や
顔
貌
表
現
を
比
較
す
る
と
、
両
絵
巻
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
は
懸

隔
が
あ
り
、
制
作
環
境
が
近
い
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
こ
の
近
似
す
る
表
現
が
、
絵
巻
を
写

し
た
時
、
す
な
わ
ち
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
制
作
時
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
写
し
元
の
絵
巻
の
描

写
を
意
識
的
に
継
承
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
表
現
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断

が
難
し
い
。
ま
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
が
、
ど
の
程
度
祖
本
の
画
風
を
継
承
し
た
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

A
、
B
、
C
の
画
風
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
担
当
段
の
割
り
当
て
も
不
規
則
で
、

祖
本
が
こ
の
よ
う
な
分
担
で
絵
を
描
い
て
い
た
蓋
然
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
祖
本
の
成
立
は
南
北
朝
時
代
末
期
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
自

体
の
成
立
は
、
詞
書
が
応
永
年
間
の
様
式
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
南
北
朝
末
期
か
ら
、
少
し
幅
を
持
た
せ
て
十
五
世
紀
初
頭
ご
ろ
ま

で
と
考
え
て
お
き
た
い
。 

 

（
四
）
断
簡 

最
後
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
断
簡
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
本
絵
巻
は
、
伝
来
の
過
程

で
複
数
の
断
簡
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。 

二
〇
〇
五
年
に
は
、
上
巻
第
一
段
の
冒
頭
場
面
、
桂
海
が
石
山
寺
に
参
籠
す
る
場
面
の
断
簡

が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
現
在
は
絵
巻
に
接
続
さ
れ
、
も
と
の
姿
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
一
年
に
は
、
下
巻
第
七
段
の
最
終
場
面
、
雲
居
寺
で
の
迎
講
の
様
子

を
描
い
た
断
簡
が
同
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。 

 
そ
の
ほ
か
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
彦
根
城
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
展
覧
会
『
美
術
の
な
か
の
童
子
』
に
、
十
五
世
紀
の
「
稚
児
観
音
縁
起
絵
巻
」
の

断
簡
（
個
人
蔵
）
と
し
て
出
品
さ
れ
て
い
た
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る

（
１
４
）

。
図
録
に
よ
れ
ば
、
縦
三
〇
．

〇×

横
六
二
．
四
cm
で
、
画
面
左
か
ら
三
分
の
一
弱
の
と
こ
ろ
に
紙
継
が
確
認
で
き
る
。
描
か



- 59 - 

 

れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
見
て
い
こ
う
。
画
面
右
に
は
、
網
代
垣
が
設
け
ら
れ
た
建
物
が
あ
る
が
、

そ
の
全
容
は
霞
で
隠
さ
れ
て
い
る
た
め
明
ら
か
で
な
い
。
建
物
の
外
に
は
岩
や
薄
が
配
さ
れ
、

閑
静
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
画
面
の
左
半
分
は
霞
以
外
の
景
物
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

空
白
で
あ
る
。
建
物
の
縁
に
は
垂
髪
の
童
子
が
腰
か
け
て
お
り
、
彼
は
室
内
で
畳
の
上
に
座
し

て
い
る
僧
侶
の
方
を
向
い
て
い
る
。
僧
侶
は
、
右
手
に
持
っ
た
筆
を
硯
に
浸
し
、
左
手
に
は
、

す
で
に
文
字
が
書
き
付
け
て
あ
る
紙
を
手
に
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
上
巻
第
四
段
の
以
下
の
詞
書
（
句
読
点
等
は
筆
者
）
に
該
当

す
る
場
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
梅
若
公
に
思
迷
る
心
の
や
み
、
い
つ
晴
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ぬ
よ
し
を
か
た
り
け
れ

ば
、
桂
寿
、「
ま
づ
御
ふ
み
を
給
候
へ
。
申
入
て
見
候
は
ん
。」
と
ぞ
申
け
る
。
思
心
を
尽

く
す
程
の
こ
と
の
葉
は
、
い
か
に
か
く
と
も
つ
く
し
が
た
け
れ
ば
、
中
々
う
た
ば
か
り
に

て
、 

し
ら
せ
ば
や
ほ
の
み
し
花
の
面
影
に
た
ち
そ
ふ
雲
の
ま
よ
う
心
を 

 

す
な
わ
ち
本
場
面
は
、
桂
海
が
桂
寿
に
勧
め
ら
れ
て
梅
若
へ
の
文
を
書
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の

思
い
の
丈
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
和
歌
を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
上
巻
第
四
段
は
、
桂
寿
が
文
を
梅
若
に
届
け
た

場
面
で
あ
る
が
、
そ
の
料
紙
の
横
幅
は
、
本
絵
巻
の
料
紙
の
多
く
が
四
五
～
四
七
cm
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
二
九
cm
程
度
し
か
な
い
【
図
3
】。
し
か
し
、
こ
の
断
簡
と
接
続
す
る
と
、
他
の

場
面
と
同
じ
料
紙
が
二
枚
分
使
用
さ
れ
て
い
る
横
幅
に
な
る
。
縦
幅
は
天
地
合
わ
せ
て
一
cm
ほ

ど
切
り
つ
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
霞
、
紙
の
皴
と
も
に
過
不
足
な
く
接
続
し
、

こ
の
断
簡
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
断
簡
と
判
断
で
き
る
。 

大
正
十
二
年
の
売
立
目
録
で
は
、
上
巻
第
一
段
の
冒
頭
場
面
が
切
り
離
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
で
き
、
本
絵
巻
の
全
図
が
掲
載
さ
れ
た
一
九
八
二
年
刊
行
の
『
御
伽
草
子
絵
巻

（
１
５
）

』
の
段

階
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
断
簡
す
べ
て
の
切
断
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
断
簡
が

生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

お
わ
り
に 

  

以
上
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
簡

潔
に
本
稿
で
の
検
討
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
、
詞
書
は
一
巻
一
筆
、
計
三
人
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
た
。
詞
書
に
は
、
文
字
や
文

を
訂
正
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
が
自
身
で
訂
正
を
行
っ
た
あ
と
に
、
上

巻
の
詞
書
筆
者
が
最
終
推
敲
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
巻
詞
書

筆
者
は
本
絵
巻
の
制
作
に
深
く
か
か
わ
っ
た
人
物
だ
と
想
定
さ
れ
る
。 

 

絵
に
つ
い
て
は
、
画
風
が
三
種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
続
け
て
、
各
所
に
写
し
崩

れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
に
は
祖
本
と
な
る
絵
巻
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
上
巻
第
四
段
の
断
簡
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。 

 
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
は
複
数
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
東
大
国
文
本
に
つ
い
て
は
、
金
有
珍
氏
が
永
青
文
庫
本
と
の
比
較
を
行
い
、
永
青
文
庫
本

の
図
像
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館

が
所
蔵
す
る
奈
良
絵
本
『
秋
夜
長
物
語
』（
一
冊 

零
本
）
の
図
像
が
、
東
大
国
文
本
を
単
純
化
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す
る
形
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る

（
１
６
）

。 

永
青
文
庫
本
の
絵
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
か
ら
の
「
直
接
の
関

係
が
見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が

（
１
７
）

、
筆
者
は
、
永
青
文
庫
本
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
、

あ
る
い
は
そ
の
祖
本
系
統
の
絵
巻
を
参
照
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲

る
こ
と
と
す
る
が
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
は
、「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
の
図
像
が
ど
の
よ
う
に
流

布
し
、
展
開
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、
そ
の
始
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な

作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
絵
巻
の
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

今
後
は
、
本
稿
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
絵
の
中
の
主
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
を
丁
寧
に
読
み
解

き
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
祖
本
が
如
何
な
る
目
的
で
制
作
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
迫
っ
て
い

き
た
い
。 

    

註 

（
1
）
永
青
文
庫
本
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
大
倉
隆
二
「
永
青
文
庫
蔵
秋
夜
長
物
語
絵

巻
」（『
美
術
史
』
一
一
六
、
一
九
八
四
）
を
参
照
し
た
。 

（
2
）
東
国
文
本
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
「
室
町
時
代
の
稚
児
物
語
の
諸 

本
」（
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
二
〇
、
月
報
一
六
、
中
央
公
論
社
、
一
九

八
三
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
東
国
文
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
金
有
珍
「『
秋
夜
長

物
語
』
の
絵
巻
と
奈
良
絵
本
に
つ
い
て 

―
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
の

絵
巻
を
中
心
に
―
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
三

八
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
。 

（
3
）
法
量
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。（
い
ず
れ
も
二
〇
一
八

年
二
月
二
八
日
最
終
閲
覧
） 
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（
4
）
高
乗
勲
「
永
和
書
写
本
秋
夜
長
物
語
に
つ
い
て
」（
同
『
原
装
影
印
古
典
籍
覆
製
叢
刊

高
乗
勲
所
蔵 

永
和
本
太
平
記
（
零
本
）
永
和
本
秋
夜
長
物
語 

解
説
・
鉛
印
』
小

林
書
房
、
一
九
七
八
）
参
照
。
現
在
こ
の
写
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
る
。 

（
5
）
梅
津
次
郎
「
秋
夜
長
物
語
」（『
国
華
』
六
八
七
、
一
九
四
九
） 

（
6
）
平
沢
五
郎
「
秋
乃
夜
長
物
語 

―
伝
本
解
題
並
び
に
翻
印
四
種
―
」（『
斯
道
文
庫
論

集
』
一
、
一
九
六
二
） 

（
7
）
松
本
前
掲
論
文
（
2
） 

（
8
）
宮
次
男
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」（
同
編
『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店
、
一
九
九

五
、
三
九
六
～
三
九
八
頁
） 

（
9
）M

asak
o
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A
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A

N
A
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E

, S
to

rytellin
g
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 JA
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ew
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rk

, 2
0
11

, p
110 

（
10
）W

A
T
A

N
A

B
E

前
掲
著
書
（
9
） 

p
110

、N
o
te 1

参
照
。 

（
11
）
平
沢
前
掲
論
文
（
6
） 

（
12
）
平
沢
五
郎
氏
、
奥
平
英
雄
氏
は
、
永
和
本
『
秋
夜
長
物
語
』
に
段
落
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
永
和
三
年
以
前
に
絵
巻
が
制
作
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。（
平
沢
前
掲
論
文
（
6
）、
奥
平
英
雄
「
御
伽
草
子
絵
巻
の
系
譜
」（
同
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編
『
御
伽
草
子
絵
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
）
し
か
し
、
永
和
本
の
段
落
は
全
二

四
段
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
詞
書
は
全
二
〇
段
で
あ
り
、
段
落
数
に
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
。「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」
の
制
作
に
際
し
て
、
永
和
本
系
統
の
『
秋
夜
長
物

語
』
を
参
照
し
て
段
を
再
編
成
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
秋
夜
長
物
語
絵

巻
」
成
立
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
手
が
か
り
が
な
い
以
上
、
慎
重
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。 

（
13
）
宮
次
男
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」（
奥
平
前
掲
著
書
（
12
）、
五
六
～
五
八
頁
所
収
。）、

宮
前
掲
論
文
（
8
） 

（
14
）『
美
術
の
な
か
の
童
子
』（
彦
根
城
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
）、
六
九
頁 

（
15
）
奥
平
前
掲
著
書
（
12
） 

（
16
）
金
前
掲
論
文
（
2
）。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
蔵
『
秋
夜
長
物
語
』
に
つ
い
て

は
、
内
田
康
「
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
蔵
・
奈
良
絵
本
『
秋
の
夜
の
長
物
語
』
―
翻
刻

お
よ
び
紹
介
―
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
二
六
、
一
九
九
八
）
を
参
照
。 

（
17
）
松
本
前
掲
論
文
（
2
） 

  

〔
図
版
出
典
〕 

本
論
文
で
使
用
し
た
図
版
は
、
い
ず
れ
も
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

画
像
を
使
用
し
た
。 
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ま
た
【
表
1
】
～
【
表
3
】、【
表
5
】
～
【
表
7
】
は
、
右
記
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
画
像
を
も
と
に
筆
者
が
作
成
し
た
。 

   

〔
附
記
〕
作
品
の
調
査
・
熟
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
皆
さ
ま
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
中
世
宮
廷
社
会
に
お
け
る
絵
巻
物
の
新
解
釈
と
継
承

を
め
ぐ
っ
て
―
「
足
引
絵
」
を
中
心
に
―
」（
課
題
番
号:1

5
J
0
0
9
9
4

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
す
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（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
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- 62 - 

 

  

 

                   

                   

【
表
1
】
上
巻
詞
書
本
文
と
訂
正
の
文
字
比
較 

【
表
2
】
下
巻
詞
書
本
文
と
訂
正
の
文
字
比
較 

【
表
3
】
上
巻
詞
書
本
文
と
下
巻
訂
正
の
文
字
比
較 

訂正 本文

み

下巻第四段 下巻第三段

て

下巻第四段 下巻第一段

け

下巻第四段 下巻第四段

訂正 本文

煩

上巻第一段 上巻第一段

兒

上巻第三段 上巻第六段

て

上巻第六段 上巻第五段

訂正 本文 訂正 本文

か あ

下巻第六段 上巻第一段 下巻第六段 上巻第一段

は
ふ
さ

下巻第六段 上巻第二段 下巻第六段 上巻第二段

ね 顔

下巻第六段 上巻第一段 下巻第六段 上巻第二段
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【
表
4
】
画
風
の
分
類 

【
表
5
】
画
風
A
の
人
物 

【
表
6
】
画
風
B
の
人
物 

桂
寿

桂
海

下巻第二段 上巻第三段 下巻第四段 上巻第三段

そ
の
他

梅
若

中巻第七段 中巻第五段 上巻第六段 上巻第二段

桂
寿

桂
海

下巻第五段 上巻第四段 上巻第一段 上巻第一段

そ
の
他

梅
若

中巻第四段 上巻第五段 下巻第五段 上巻第四段

第
七
段

第
六
段

第
五
段

第
四
段

第
三
段

第
二
段

第
一
段 巻

段

B A A B B A
上
巻

A B C B C C B C
中
巻

A A A B A B A
下
巻
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  【
表
7
】
画
風
B
の
人
物 

【
図
1
】
中
巻
第
七
段 

部
分 

【
図
2
】
上
巻
第
三
段 

【
図
3
】
上
巻
第
四
段 

▲紙継 

そ
の
他

梅
若

中巻第六段 中巻第四段 中巻第三段 中巻第一段

桂
寿

中巻第六段 中巻第四段 中巻第三段 中巻第一段

【
図
3
】
上
巻
第
四
段 


